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・ ガラスを積み重ねますと、破損したり外れなくなったりします。積み重ね専用のガラス以外は積み重ねをしないでください。

・ 電子レンジ使用可能ガラス器以外は、電子レンジでのご使用はお避けください。

・ ガラスは割れ物ですので、お子様による取り扱いについては十分ご注意ください。

・ 食器洗浄機のご使用はお避けください。

・ 中性洗剤などで手洗いしてください。ガラスを傷つける恐れのある研磨剤入りのスポンジや金属たわし、クレンザーなどを使用すると破
損の原因になりますので使用しないでください。

・ グラスの内側を洗う際は、内側より力を入れて洗いますと破損し思わぬ怪我をすることがあります。十分ご注意ください。内側を洗う際
は柄付きのスポンジのご使用をお勧めします。また、濡れた手で扱いますと滑りやすくなりますのでご注意ください。

□ 木製品 □
・ 木製品は一つ一つ手作りですので、形やサイズに多少誤差が生じます。ご了承ください。

・ 天然木を使用しているため、色合いや風合いに違いがございます。ご了承ください。

・ 温かい料理、水分の多い食品などには使用しないでください。

・ 食器洗浄乾燥機対応（P-68 アルブルカトラリー）以外の木製品は、食器洗浄乾燥機のご使用はお避けください。

・ 食器洗浄乾燥機や電子レンジは木の変形や火災の原因になりますので、ご使用はお避けください。

・ 浸け置き洗いはお避けください。

・ 強い衝撃で破損したり傷がつく場合がございます。お取扱いには十分ご注意ください。

・ 高温多湿、直射日光に当たるところでの保管はお避けください。

・ ご使用前には、なるべく早くスポンジや柔らかい布に、中性洗剤を付けてぬるま湯で洗ってください。

・ 直射日光を避けて保管してください。

・ たわしや、磨き粉で磨かないでください。傷がつく恐れがあります。

【 お手入れ方法 】

・ オリーブオイルや食用油などをやわらかい布につけて磨き、陰干しをし乾燥させてください。

□ 飽和ポリエステル樹脂製品、ABS樹脂製品 □
・ 使用前にはスポンジや柔らかい布に、中性洗剤を付けぬるま湯で洗ってください。

・ たわし磨き粉で磨かないでください。

・ 塗り物なので使い始めは、匂いがする事がありますが、衛生上の心配はありません。熱湯で数回洗浄することで、より早く匂いを取ることが出来ます。

・ ステンレスフォーク等をご使用になると塗装面にキズがつくことがあります。

・ オーブンオーブンレンジ直火IHではご使用頂けません。

・ 火の側に置かないでください。

・ 沸騰消毒は変形する恐れがありますのでお避けください。

・ 長時間お湯や水へのつけ置きはお避けください。

・ 直射日光を避けて保管してください。

・ キズひび割れ亀裂カケ等が生じたり、著しく変形した場合は、直ちに使用をおやめください。

・ 誤った使用方法に起因する損害は一切補償致しません。

【電子レンジ使用時の注意】
・ 空焚きは、絶対にしないでください。

・ 油脂分や、糖質の多い食品の加熱調理はお避けください。

・ 食品の量が少ない場合、または水分の少ない食品の場合は、加熱時
間を短くしてください。

・ 加熱時間は、500 〜 600Wで3分以内。700 〜 1000Wで1分以内。
1,100W以上は30秒以内でお願いします。自動温め機能は、本体が
熱くなりすぎて破損する恐れがありますので、使用しないでください。

・ カレーケチャップキムチ等を加熱すると着色しやすく、酸性のものは色
落ちしやすいことがあります。但し、衛生上の心配はございません。

・ レトルト食品を加熱する場合は、食品に明示された加熱の方法に
従ってください。

・ 容器及び電子レンジの取扱説明書を確認の上、使用してください。

・ 業務用電子レンジでのご使用はお避けください。

【食器洗浄機使用時の注意】
・ 中蓋は、使用できません。変形変色する恐れがあります。

・ 業務用食器洗浄乾燥機での使用はおやめください。

・ 重ね置きしないでください。変形変色する恐れがあります。

・ 食器洗浄乾燥機の取扱説明書を確認の上、使用してください。

・ 食器洗浄乾燥機のヒーター部分に落とさないでください。発煙
等の原因となります。

□ バンブーファイバー・もみがら□
・ 製造の工程上、曲面に柄の濃淡がでますが、不良ではございません。予めご了承の上お願い申し上げます。

・ 使用推奨温度は70℃です。熱い飲み物を入れる際や、飲む際には火傷しないようにご注意ください。（バンブーファイバー）

・ 耐熱温度140℃です。熱い飲み物を入れる際や、飲む際には火傷しないようにご注意ください。（もみがら）

・ 電子レンジ食器洗浄乾燥機オーブンオーブンレンジ直火IHなどではご使用頂けません。（バンブーファイバー）

・ 電子レンジオーブンオーブンレンジ直火IHなどではご使用頂けません。（もみがら）

・ 直火または火に近づけると、変形変色変質することがありますので、お避けください。

・ 金属製のナイフフォークスプーンなどで器の表面をこすりますと、金属のこすり跡が残る場合があります。

・ 色素の濃い食品は色が残る可能性があります。ご使用後は早めに洗浄してください。

・ 冷蔵庫や、冷凍庫での保存や保存容器としての使用はお避けください。

・ 高温の食用油や薬品を入れないでください。

・ 強い衝撃や急激な温度変化で、割れたり欠けたりすることがありますので、取扱いにはご注意ください。

・ 破損した場合は、尖った部分や鋭利な部分が発生しますので、破片でケガをしないようご注意ください。

・ 割れヒビが生じた場合は、すぐにご使用をお止めください。

・ 本来の使用目的以外には使用しないでください。

・ お子様による取り扱いは、十分ご注意ください。

【 お手入れ方法 】

・ ご使用前には、必ず台所用中性洗剤でよく洗ってからお使いください。

・ 洗浄は、薄めた中性洗剤をやわらかいスポンジなどにつけて洗い、洗剤はすぐに水で洗い流し、水分を拭き取り、よく乾燥させてから収
納してください。

・ タワシや磨き粉などで磨くと、傷が付く恐れがありますので使用しないでください。

・ お手入れの際に、シンナーやベンジン等の揮発性有機溶剤や、漂白剤のご使用はお避けください。

・ 洗剤の原液を、直接本品につけることはお避けください。

・ 直射日光を避け、湿気の少ない場所で保管してください。

□ 箸 □
・ 製品の特性上、洗った後プリント部分が曇る場合がございます。ご使用後は早めにお湯、または水で洗って柔らかい布で拭き取ってください。

・ 食器洗浄乾燥機対応以外の箸は、食器洗浄機や乾燥機などのご使用はお避けください。

・ 塗り物の特質上、火の側や直火でのご使用はお避けください。

・ 変形、変色する恐れがありますので、直射日光等を避けて保管してください。

・ たわしや磨き粉のご使用はお避けください。

・ 塗りの亀裂や破損等の場合は早めにお取り替えください。

・ 箸の先が細くなっていますので、お子様がご使用の際は特にご注意ください。事故防止のため、お子様の手が届かないところに保管して
ください。

・ 箸以外での用途はお避けください。

・ 体質により、ごくまれに塗料（漆）でかぶれることがあります。

・ 天然材に塗料を塗り重ねてありますので、高いところから落としたり、強い衝撃を加えたり、硬いもので擦ったりしないでください。キ
ズや破損の原因となります。

□ ランチボックス □
・ 使用前にはスポンジや柔らかい布に、中性洗剤を付けぬるま湯で洗ってください。

・ たわしまたは、磨き粉で磨かないでください。

・ オーブンオーブンレンジ直火IHではご使用頂けません。

・ 火の側に置かないでください。

・ 中蓋がある場合は、中蓋は完全密閉ではございません。汁の多いものを入れないでください。汁漏れする恐れがあります。

・ 沸騰消毒は変形する恐れがありますのでお避けください。

・ 長時間お湯や水へのつけ置きはお避けください。

・ 直射日光を避けて保管してください。

・ キズひび割れ亀裂カケ等が生じたり、著しく変形した場合は、直ちに使用をおやめください。
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・ 誤った使用方法に起因する損害は一切補償致しません。

【電子レンジ使用時の注意】
・ 空焚きは、絶対にしないでください。

・ 油脂分や、糖質の多い食品の加熱調理はお避けください。

・ 食品の量が少ない場合、または水分の少ない食品の場合は、加熱時
間を短くしてください。

・ 加熱時間は、500 〜 600Wで3分以内。700 〜 1000Wで1分以内。
1,100W以上は30秒以内でお願いします。自動温め機能は、本体が
熱くなりすぎて破損する恐れがありますので、使用しないでください。

・ カレーケチャップキムチ等を加熱すると着色しやすく、酸性のものは
色落ちしやすいことがあります。但し、衛生上の心配はございません。

・ 中蓋は使用で来ません。変形変色する恐れがありますので、必ず外
してご使用ください。

・ 容器及び電子レンジの取扱説明書を確認の上、使用してください。

・ 業務用電子レンジでのご使用はお避けください。

【食器洗浄機使用時の注意】
・ 中蓋は、使用できません。変形変色する恐れがあります。

・ 業務用食器洗浄乾燥機での使用はおやめください。

・ 重ね置きしないでください。変形変色する恐れがあります。

・ 食器洗浄乾燥機の取扱説明書を確認の上、使用してください。

・ 食器洗浄乾燥機のヒーター部分に落とさないでください。発煙
等の原因となります。

□ アルミランチボックス □
・ 電子レンジ直火オーブングリル食器洗浄乾燥機は使用しないでください。

・ 完全密封容器ではございません。

・ 中蓋は温度変化によって変形する恐れがありますので、直射日光の当たるところや冷蔵庫内などに置かないよう注意してください。

・ 腐食防止のため、漂白剤のご使用はお避けください。また、水洗い後は十分に水を拭き取ってください。

・ 弁当保温庫に入れる際は中蓋を外してください。

・ 醤油、ソース等の使用後は出きるだけ早く水洗いし拭き取ってください。

・ たわしや、磨き粉で磨かないでください。傷がつく恐れがあります。

・ 製品内側の接点跡は製造工程中のアルマイト加工に生じるもので、使用に差し支えございません。

□ ステンレスタンブラー □
■次のものは絶対に入れないでください。

　１：ドライアイス/ 劣化の恐れがあります。

　２：みそ汁スープなどの塩分を含んだもの / 内びんはステンレスを使用していますが錆びる恐れがあります。

・ 飲み物の漏れや溢れは、火傷や他のものを汚す原因になります。

・ 乳幼児の手の届く所に置かないでください。また、いたずらには十分注意してください。火傷等の恐れがあります。

・ 熱い飲み物を入れた場合、本体を急に傾けないでください。火傷の原因になり危険です。また、飲み口が熱くなっているので注意してく
ださい。

・ ストーブやコンロなど、火のそばに置いたり近づけたりしないでください。本体が熱くなり、火傷の原因になります。

・ 本体は、つけ置き洗い等の丸洗いをしないでください。

・ 電子レンジは使用しないでください。火花が飛び、大変危険です。

・ 本体は、煮沸や高温乾燥、冷凍庫に入れる等しないでください。変形して漏れる等の原因になります。

・ 飲料物の保温保冷以外に使用しないでください。

・ 車等の走行中は、使用しないでください。火傷や他の物を汚す恐れがあります。特に運転者の場合は、運転への注意が散漫になり非常に
危険です。

・ パソコンや電気機器の近くでご使用になる場合は十分に注意してご使用ください。

・ 塗料の性質上、細かな擦れ剥がれがある場合があります。

【 お手入れ方法 】

・ 特にお湯（水）以外の飲料物に使用した場合は、におい移りを防ぎ、いつまでも清潔にご使用頂くため、十分にお手入れしてください。

・ 内側外側をきれいに洗い、早めに水気を拭き取って乾燥させてください。（本体は、つけ置き洗い等しないでください。）

・ 【注意】さらし粉等の塩素系漂白剤シンナーベンジン金属たわし研磨剤クレンザー等を使用しないでください。

□ ステンレスボトル □
■次のものは絶対に入れないでください。

　１：ドライアイス炭酸飲料水など / 内圧が上がり、栓が開かなかったり内容物が吹き出る等危険です。

　２：牛乳、乳飲料、果汁など / そのまま放置した場合、腐敗や変質したり、栓に付着し、飲料が漏れる恐れがあります。

　３：みそ汁スープなどの塩分を含んだもの / 内びんはステンレスを使用していますが錆びる恐れがあります。

　４：果肉、お茶の葉等 / つまる、漏れる等故障の原因となります。

・ 素材の特性上、多少においのする場合があります。品質上問題はありません。

・ 最初に使用する際は、中性洗剤をスポンジにつけて2 〜 3回洗い、よくすすいでください。

・ 飲料物の保温保冷以外には、絶対に使用しないでください。

・ 熱いものを入れた場合、本体から直接飲まないでください。

・ 倒したり、落としたり、ぶつけたり、強い衝撃を与えないでください。表面がへこみ、保温や保冷効果の低下や漏れが起こる恐れがあり
ます。

・ 事故防止のため、お子様の手が届かないところに保管してください。

・ 外装用の袋は、乳幼児や小さなお子様にとって窒息などの危険を伴います。

・ 開封後は、各自治体の分別方法にしたがって処分してください。

・ 塩素系漂白剤シンナーベンジン金属タワシ磨き粉クレンザーは使用しないでください。

・ 傷やサビが付き、故障の原因になります。

・ 本品を洗った後は、すぐ水滴を拭き取りよく乾燥させてください。

・ 本品の長時間の丸洗いや、コップのつけ置き洗いはしないでください。水が侵入して、底からの漏れやサビでの不良の原因になります。

・ 食器洗浄乾燥機は使用出来ません。変形による漏れなどの故障、変色、サビの原因になります。

・ 熱湯を使っての洗浄や煮沸はお避けください。

・ 清潔に使用していただくため、使用後はその日のうちにお手入れをしてください。

・ 本品はステンレス鋼を使用していますが、水質や不純物などにより、サビのような赤い斑点が出る場合があります。その際は、クエン酸
20gをくわえた熱湯に入れ、約２時間放置し、柔らないブラシで綺麗に洗い十分にすすいでください。

・ 長時間使用しない場合は、よく洗い汚れを落とし十分に乾燥させてから保管してください。

□ インド綿布製品について □
・ 糸を紡ぐ際、切れ目をつなぐ部分が一部太くなって、製品表面に出ることがあります。不良品ではございませんので、ご了承ください。

□ デニムなど、色の濃い布製品について □
・ 洗濯は出来ません。

・ 濃色のデニムと淡色品の組合せはお避けください。

・ 汚れた際には、中性洗剤を染み込ませた布で拭き取ってください。シンナーアルコール等で拭くと変色色落ちの恐れがあります。

・ 汗や水等で湿ったままの状態で放置したり、摩擦接触により衣類などに色移りすることがございますので、ご注意ください。特に淡い色
や色移りがしやすい素材の製品との組み合わせはお控えください。

・ カビの原因になりますので、保管する場合は乾燥剤を添えて、日のあたらない風通しの良い場所で保管してください。

・ 直射日光に長時間あてると変色色あせの恐れがありますので、直射日光を避けて保管してください。

・ 素材の特性上、長時間折った状態にしておくと、折り曲げた部分が変色する恐れがありますので、あらかじめご了承ください。

・ 火気の近くでのご使用はおやめください。

□ ピクニックシート □
・ 平坦な安定した場所でご使用ください。

・ 凸凹や段差のある場所、石岩木の枝などの鋭利なものや突起物があるところでは設営しないでください。破損や穴が空くなどの原因にな
ります。

・ 無理な力を加えたり、過度の負担を加えないでください。

・ 本品に裸火などを近づけたり、本品のそばで焚き火や花火などはしないでください。生地の損傷や火災の危険があります。

・ 火気の近くや高温の場所に近づけたりしないでください。変形変色の恐れがあります。

・ 直射日光の当たる場所や高温になる所、屋外に放置しないでください。生地の劣化などの原因になります。 

・ 本品は、使用頻度により徐々に退色する可能性があります。 

・ ご使用後は、生地の汚れをナイロンブラシ等で落として日陰でよく乾燥させてください。汚れや水気湿気は、本品の色落ちやカビの発生
するなどの原因になります。

・ アイロンはかけないでください。

・ 商品によりプリント柄の位置が異なります。

・ 幼児の手の届かないところへ保管してください。

・ ピクニックシート以外での用途のご使用はお避けください。

・ 誤った取扱い設営や使用状況加工や改造などによる損害事故、経年変化などによる各部品の損傷劣化錆や腐食の発生等につきましては、
責任を負いかねますのでご了承ください。

・ 処理される場合はお住まいの地域行政の廃棄方法に従ってください。

□ レジャーバッグ □
・ 凸凹や段差のある場所、石岩木の枝などの鋭利なものや突起物があるところには置かないでください。破損や穴があくなどの原因になります。
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・ 無理な力を加えたり、過度の負担を加えないでください。

・ 本品に裸火などを近づけたり、本品のそばで焚き火や花火などはしないでください。生地の損傷や火災の危険があります。

・ 火気の近くや高温の場所に近づけたりしないでください。変形変色の恐れがあります。

・ 直射日光の当たる場所や高温になる所、屋外に放置しないでください。生地の劣化などの原因になります。 

・ 本品は、使用頻度により徐々に退色する可能性があります。 

・ ご使用後は、生地の汚れをナイロンブラシ等で落として日陰でよく乾燥させてください。汚れや水気湿気は、本品の色落ちやカビの発生
するなどの原因になります。

・ アイロンはかけないでください。

・ 商品によりプリント柄の位置が異なります。

・ 幼児の手の届かないところへ保管してください。

・ 本来の用途以外でのご使用はお避けください。

・ 誤った取扱い使用状況加工や改造などによる損害事故、経年変化などによる各部品の損傷 劣化錆や腐食の発生等につきましては、責任を
負いかねますのでご了承ください。

・ 処理される場合はお住まいの地域行政の廃棄方法に従ってください。

□ プリント製品について □
・ プリントは、永久的なものでは無く、使用中に加わる摩擦や摩耗により徐々に薄れたり、剥離する場合があります。また摩擦や湿った状

態で他のものに色落ちする場合があります。

・ 濃色と淡色品の組合せはお避けください。

□ クッションカバー（箔プリント製品）について □
・ 洗濯は不可、ドライクリーニングのみ可能です。また、素材の特性上、多少収縮する可能性があります。

・ プリント部分の濃度や色に多少のばらつきが出ますが、ご了承ください。

・ 箔プリント面のアイロンはお避け下さい。プリントの剥離、色の変色の原因となります。

・ ソファや床の素材、または洋服の種類によっては箔プリントが貼り付いたり剥がれることがありますのでご注意下さい。

・ 箔プリントは永続的な物では無く、擦られたり、クリーニングを繰り返す度に、色味が多少薄くなり、剥離ひび割れが生じます。

□ SKIPPON □
・ 用途により靴を履き替えてください。用途の合わない靴では、本来の機能が発揮できないため、転んでケガをすることがあります。

・ 無理のない履き心地のサイズをお選びください。足に合わない靴は痛みや疲れの原因となります。

・ かゆみ、かぶれ等を感じたら、直ちにご使用をやめてください。そのまま履き続けると症状が悪化する場合があります。

・ 長期保管した後は、経年劣化が生じる場合があります。

・ 汚れたまま保管すると、変色やカビの原因となりますのでご注意ください。

□ レインポンチョ、レインコート □
・ 商品のお取り扱いについては、取り扱い絵表示に従ってください。

・ タンブラー乾燥はお避けください。

・ 直射日光にさらすと特に淡い色は変色する恐れがありますので、必ず陰干ししてください。

・ はっ水は、永久的なものでなく、着用や洗濯をくり返すことにより、効果が低下します。その際は市販の防水スプレーを表面から塗布し
てください。

・ 長時間、雨の中で使用される際は、水がしみてくる場合がありますので予めご了承ください。傘との併用をお願いいたします。

・ 使用後は水滴を払い落とし、高温多湿な場所は避けて、風通しの良い所に保管してください。

・ アイロンはお避けください。

・ 付属のボタンは、乱暴に扱うとボタンの破損や製品の型くずれ、生地破れなどを起こす恐れがあります。着脱時は丁寧に一つずつ取り外
してください。

□ おさるのジョージ　CGコップ □

・ 製品の工程上、取手や口元部分などに気泡がでますが、不良ではございません。予めご了承の上ください。

Nicott  inc.　 http://www.nicott.jp/
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東京オフィス
〒160-0017 東京都新宿区左門町6-3 HUMPTY DUMPTYビル5F　TEL：03-6274-8171　FAX：03-6274-8172

Tokyo Offi  ce
5F,6-3 Samoncho,Shinjuku-ku,Tokyo,JAPAN　TEL：（81）3-6274-8171　FAX：（81）3-6274-8172

前橋オフィス
〒379-2154　群馬県前橋市天川大島町３丁目17-24　TEL：027-287-3223　FAX：027-287-3224

Maebashi Offi  ce
3-17-24,Amagawaoshima-machi,Maebashi-shi,Gunma,JAPAN　TEL：（81）27-287-3223　FAX：（81）27-287-3224

■ ご注文
ご注文はメールまたはFAXにてお願い致します。
ご注文の際は必ず、品名・品番・色名などをご記入の上、カタログの発注ロット単位、またはその倍数でご注文ください。

【ご注文FAX番号：03-6804-5108】

■送料
カタログ掲載商品のみで、1回のご発注の下代合計3万円（税抜）以上は元払い（弊社負担）とさせて頂きます。
下代合計3万円（税抜）未満の場合には別途送料1,000円をご請求させて頂きます。
離島および一部地域におきまして、通常送料の他に中継料金が必要となります。

■お支払い
初回のご注文に関しましては、C.O.D（代金先払い）にて出荷致します。

■返品
商品は完全買取制です。不良品および発送による破損等が生じた場合は、商品納品後3日以内にご連絡をお願い致します。
それ以降の返品・交換は致しかねますのでご了承ください。

■その他
品切れの場合、次回入荷予定日をお知らせしておりますが、基本的に注文残にはしておりません。
ご希望の場合はリクエストいただくか、再度ご発注をお願い致します。次回入荷まで多少時間がかかる場合もございますので、
予めご了承ください。

■JANコード
すべての商品にJANコードまたはUPCコードがあります。

■アテンションマークについて

電子レンジOK 食洗機NG電子レンジNG食洗機OK

■掛け率について
マークの商品は通常掛け率と異なります。各営業にお問い合わせ下さい。

※カタログ品は印刷の都合上、実際の商品と多少異なる場合がございますのでご了承ください。
※商品のサイズ・仕様・価格等は予告なく変更、廃盤になる場合がございます。
※ 木製品や布製品のサイズは、実際のサイズと多少異なる場合がございますのでご了承ください。
※表示価格は税抜き上代です。
※記載されている容量は満水時での容量になります。

ORDER GUIDE
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